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【分解ワークシ
ョップの概要】

日　　時：201
6年11月6日（日

）13：30～17：0
0

会　　場：生活
工房ワークショッ

プルーム（三軒
茶屋 キャロットタ

ワー4階）

対　　象：小学
3年生以上の親

子2人１組

主　　催：公益
財団法人せたが

や文化財団　
生活工房

協　　力：ソニ
ー株式会社

後　　援：世田
谷区、世田谷区

教育委員会

編集・制作：等々
力 心太朗（リキ

デザイン事務所
）／撮影：小澤 

純一（ヒトコトデ
ザイン）、居郷 翔

◎本紙について
のお問い合わせ

、感想、ご依頼な
どは下記にお願

い致します。

　【連絡先】等
々力心太朗　［

TEL］080-514
1-5562　［E-

mail］rickyrick
y60@gmail.co

mこの新聞は、W
S 当日にその場

で編集・制作・発
行されました。

　今年で16回
目をむかえた「

分解ワークショ
ップ」は、いつも

使っている家電
製品の仕組みを

、自分の手で分
解しながら調

べるワークショッ
プです。

　今回は、ノー
トパソコンやオ

ーディオ・ミニコ
ンポなどの分解

にチャレンジし
ました。音が伝

わるって、どのよ
うな現象なので

しょう？きれいに
画面が見える裏

側には“ふしぎ”
な仕組みや仕

掛けがあるはず
です。

　また、ワークシ
ョップでは、ドラ

イバーなどの工
具の正しい使

い方と、親子で
製品のリサイク

ルや環境問題に
ついても学びま

す。当日は、メー
カーの技術者が

「分解博士」と
なって、みなさ

んの作業をサポ
ートします。「分

解」から、一つの
製品に込めら

れている、たくさ
んの技術や工夫

を探りました。

分解した製品た
ち

デジカメ

身近な製品を分
解して、

科学技術につい
ての理解を深め

る

ワークショップ。

当日発行リポ
ート

A

B

本日の分解博士
たち

製品の内部は複
雑な構造になっ

ていることがわ
かった。

つくっている人
たちはすごいな

ぁと思った！

博士を中心に本
日のまとめを行

いました。

C

液晶を顕微鏡で
見ると何が見え

た？

赤と青と緑が見
えた！

最後に金子博士
と一緒にまとめ

と分解証明書の
授与を行いまし

た。

子どもたちから
は、「（分解とい

う）家でやると怒
られることができ

て良かった！」

「ネジを外すコ
ツがつかめた」「

もっと大きな家
電を分解してみ

たい！」などの感
想が出ました。

どこから分解し
ていいかがわか

らなかった。

最後にグループ
毎にまとめ

最後のまとめと証
明書をもらいます

！

D

最近の製品は便
利になっている

けど、

これからは「機
械の中で何やっ

てんのかな？」と
いう視点を持っ

ていきたい。

ミニコンポ

ノートパソコン
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